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◇共同授業について

 ○共同授業は、ふじのくに地域・大学コンソーシアム西部地域連携事業実施委員会共同授

業部会に参加する７大学（以下「共同授業参加大学」という。）が協力して、共同で行う

授業です。 

 ○授業は、共同授業参加大学の教授陣により、オムニバス形式で行います。 

○レポート及び出席状況等による成績基準を満たせば単位の取得ができます。 

 （ただし、一般市民の方が「聴講生」として受講する場合、単位の付与はありません。） 

 ○共同授業参加大学の教員や学生、市民の方々に交流の場を提供します。 

 ○共同授業の履修者は、共同授業参加大学の図書館を利用することができます。 

〈共同授業の聴講及び単位認定までの流れ〉 

○平成 29年度の共同授業は、常葉大学浜松キャンパスが単位認定校です。 

※聴講生として受講される場合は単位の認

定はありません。

各講義のレポート提出についても義務で

はありませんが、学生及び科目等履修生と

一緒に、積極的に取り組んでみて下さい。 
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◇学生の出願手続きについて 

１ 申込者の資格 

 ○以下の共同授業参加大学に在籍している学生

   静 岡 大 学 

   静 岡 文 化 芸 術 大 学 

常葉大学浜松キャンパス

   聖隷クリストファー大学 

   浜松学院大学・短期大学部 

   静 岡 理 工 科 大 学 

   静 岡 産 業 大 学 

２ 出願方法・期間等 

 ○出願は在籍する大学の履修登録窓口で受け付けます。 

 ○在籍する大学の定める期間内に「共同授業出願票」を提出してください。 

３ 履修許可 

 ○履修許可は、在籍する大学を通して通知します。なお、申込者多数の場合は、抽選等を

行う場合があります。 

 ○許可を受けた方は、授業初日の 10 月７日（土）９時 15 分に行われるガイダンスに必ず

出席の上、授業を受けてください。 

４ 取得単位 

 ○レポート及び出席状況等による成績基準を満たせば、常葉大学浜松キャンパスの「総合

科目Ｂ」（２単位）の単位取得ができます。また、当該取得単位は、在籍する大学で、

これに相当する科目の単位として認定することもできます。（下表参照） 

共同授業参加大学 単位認定科目 

静岡大学 学際科目「人間と環境」 

静岡文化芸術大学 「人間科学特論」 

常葉大学浜松キャンパス 「総合科目Ｂ」 

聖隷クリストファー大学 「大学間交流授業」又は「大学間交流授業Ⅱ」 

浜松学院大学 「総合科目」 

2012 年度以前入学生 「特別共同授業」 

浜松学院大学短期大学部 「総合科目Ａ・Ｂ」 

静岡理工科大学 「特別共同講義」 

静岡産業大学 「特別共同講義」 

※在籍する大学での単位認定については、履修登録窓口に問い合わせてください。 
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◇一般市民の出願手続きについて 

１ 申込者の資格 

 高校卒業もしくは同等の学力を有すると認められる方 

２ 受講種別 

 ○科目等履修生（履修登録料 22,000 円） 

レポート及び出席状況等による成績基準を満たせば、常葉大学浜松キャンパスの単位が取得で

きます。  

 ○聴講生（聴講料 8,000 円） 

授業の聴講のみで単位の認定はありません。各講義のレポート提出についても義務ではありま

せんが、学生及び科目等履修生と一緒に、積極的に取り組んでみてください。 

３ 出願方法・出願期間等  

 ○出願期間  平成 29 年７月３日（月）～７月 31 日（月） 

         ※土・日・祝日を除く。受付時間は８時３０分～１７時００分

 ○出願書類  「共同授業出願票」 

 ○提 出 先  静岡大学 浜松教務課共通教育係（郵送でも構いません。）

        〒432-8561 浜松市中区城北３－５－１ 

TEL 053-478-1006   FAX 053-471-0249 

  ※出願等についてご不明な点は上記までお問い合わせください。 

４ 履修許可・聴講許可・手続き 

 ○履修許可・聴講許可は、８月下旬に、通知（郵送）します。なお、申込者多数の場合は、

抽選等を行う場合があります。 

 ○許可通知を受けた方は、次の手続きを行ってください。 

・科目等履修生の方は履修登録料（22,000 円）を、聴講生の方は聴講料（8,000 円）を、

９月 15 日（金）までに次の指定口座にお振込みください。 

   【振込先】 

    スルガ銀行 静岡県庁支店 普通預金 1705055 
シャ.フジノクニチイキダイガクコンソーシアム 

      ※振込人名は、履修者・聴講者本人名にてお願いします。 

      ※振込手数料は各自でご負担いただくようお願いします。 

５ 取得単位 

○科目等履修生の方は、レポート及び出席状況等による成績基準を満たせば、常葉大学浜松キ

ャンパスの「総合科目Ｂ」（２単位）の単位取得ができます。

 ○聴講生の方は、単位の認定はありません。 
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◇ガイダンスについて 

日 時：平成 29年 10 月７日（土）９：15～９：30 

会 場：静岡文化芸術大学（浜松市中区中央２－１－１ TEL  053-457-6114 ） 

      教室は履修許可通知を送付する際(８月下旬予定)にご案内いたします。 

 ○受講における注意事項などについて説明します。初回の受付を済ませた上で、必ず出席 

  してください。

◇共同授業の内容について 

１ 開 講 期 間 平成 29年 10 月７日(土)～平成 29年 12月 23 日(土)のうち８土曜日

２ 講 義 会 場 静岡文化芸術大学（各回の教室はガイダンスにて連絡します。） 

３ 講義テーマ 「人間と環境」－人間･環境･倫理-今求められる倫理- －
４ 講 義 日 程 ９:30～12:40 （第１回のみ９:15よりガイダンスを実施）

○講義時間は、①９:30～11:00(90 分)、②11:10～12:40(90 分)となります。 

○上記の講義日程は会場校(静岡文化芸術大学)または講師の都合により変更となることがあり

ます。 

回 期日 講義回数 
担 当 講 師 

講 義 テ ー マ 

第１回 
10 月 ７日 

(土) 

ガイダンス 9:15～9:30 教室は履修許可通知時(８月下旬送付予定)に案内 

第１講 

第２講 

静岡文化芸術大学 デザイン学部 准教授 中野 民雄 

世界遺産・オリンピックの光と影 

第２回 
10 月 14日 

(土) 

第３講 

第４講 

静岡大学 工学部 准教授 戸田 三津夫 

水環境と人々の暮らし 

第３回 
10 月 21日 

(土) 

第５講 

第６講 

静岡産業大学 経営学部 教授 菊野 春雄 

倫理と発達：優しさはいつ生まれるのか 

第４回 
10 月 28日 

(土) 

第７講 

第８講 

静岡大学 情報学部 准教授 原田 伸一朗 

人間・AI・ロボットが共生する高度情報環境における法と倫
理を考える 

第５回 
11 月 11日 

(土) 

第９講 

第 10 講 

常葉大学 健康プロデュース学部 准教授 関 真亮 

「触れる」倫理 ～ツボを使う心構え～ 

第６回 
11 月 18日 

(土) 

第 11 講 

第 12 講 

静岡理工科大学 情報学部 教授 金久保 正明 

インターネットと情報倫理 

第７回 
12 月 ２日 

(土) 

特別公開講座 

第 13 講 

第 14 講 

聖隷クリストファー大学 前学長・大阪府立大学 名誉教授・

聖路加看護大学 名誉教授  小島 操子 

がん医療・看護と倫理的課題 

予備日 1
12 月 ９日 

(土) 
 臨時休講が発生した場合の予備日１ 

第８回 
12 月 16日 

(土) 

第 15 講 

第 16 講 

浜松学院大学短期大学部 教授 今井 昌彦 

広がるスマートデバイス環境とそれをとりまく倫理（マナ

ー）問題 

予備日 2
12 月 23日 

(土) 
 臨時休講が発生した場合の予備日２ 
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５ 評価方法（聴講生を除く）

   (1)授業の評価は、次の①②により、レポートの点数の合計に基づき、ふじのくに地域・

大学コンソーシアム西部地域連携事業実施委員会共同授業部会が行います。 

① 全講師が１レポートを課し、１レポート 10 点満点で採点します。 

②全 8回分を合計したものに（80 点満点）、1.25 をかけて 100 点満点に換算し（小数

点以下は切り上げ）、優（100～80 点）、良（79～70 点）、可（69～60 点）、不可（59

点以下）で評価します。 

③次のア・イの両方を満たす場合に限り、優・良・可の者に単位を授与します。 

ア 全 16 講（全 8回×2講）のうち 10講以上の出席 

イ レポート提出が全 8回のうち 5回以上で、上記②で可以上の評価 

(2) 共同授業部会による授業の評価を受けて、単位認定校（常葉大学浜松キャンパス）

が単位修得に関する証明書を交付します。 

(3) なお、共同授業参加大学の学生は、その後、所属大学が最終的な評価を行います。

その方法や必要な手続き等については所属大学の担当部署に確認してください。 

６ 臨時休講に関する措置について 

  以下の(1)～(5)に該当する場合は、臨時休講とします。なお、臨時休講した場合の対応

については、別途お知らせします。 

(1)午前７時から午前９時の間で、静岡県西部、中部あるいは愛知県東部のいずれかに、

「暴風警報」または「地震注意情報または予知情報（警戒宣言）」が発令されていると

きは、当日すべての授業を休講とする。 

(2)午前９時以降（第１限目講義中含む）に、静岡県西部、中部あるいは愛知県東部のい

ずれかに、「暴風警報」または「地震注意情報または予知情報（警戒宣言）」が発令さ

れたときは、第１限目を開講し、その終了後、第２限目の授業を休講とし別の日に補

講をする。 

※(1)・(2)の具体事例 

  Ｑ1 午前９時 15分に対象地域に暴風警報が発令された場合は、開講されますか？ 

  Ａ1 上記の(2)にあてはまるため、第１限目は開講し、第２限目は休講とします。 

  Ｑ2 午前７時時点で対象地域に暴風警報が発令されていたが、その後、午前７時 15 分

に全ての対象地域において、暴風警報が解除された。授業は開講されますか？ 

 Ａ2 午前７時から午前９時の間で対象地域に暴風警報が発令されている時点で、上記の

(1)にあてはまるため、全て休講とします。 

(3)午前７時時点でＪＲ東海、遠鉄電車、遠鉄バスのストライキが解除されない場合は  

当日すべての授業を休講とする。 

(4)午前７時現在、ストライキが解除された場合は、平常通り授業を行う。 

(5)上記以外の場合でも授業を行うことが困難な場合は休講とすることがある。 

  ※上記の地域区分は次のとおりで、気象庁の発表区域に基づいています。 

（気象庁 WEB ページ http://www.jma.go.jp/jma/index.html ） 

静岡県西部…遠州北（浜松市北部）、遠州南（浜松市南部、磐田市、掛川市、袋井市、

湖西市、御前崎市、菊川市、森町） 

   静岡県中部…中部南（静岡市南部、島田市、焼津市、藤枝市、牧野原市、吉田町） 

中部北（静岡市北部、川根本町） 

   愛知県東部…西三河北東部（豊田市東部）、東三河北部（新城市、設楽町、東栄町、豊

根村）、東三河南部（豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市）  
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◇会場案内について

静岡文化芸術大学

〒430－8533 浜松市中区中央２－１－１ 

 ＴＥＬ 053－457－6114（担当：教務・学生室） 

ＪＲ浜松駅から徒歩約 15 分 

【バスご利用の場合】 

・ＪＲ浜松駅北口バスターミナル 10 番のりば 

※10 番のりばから出ているバスは、「文化芸術大学」バス停を通ります。ただし、系

統番号 70番「子安・笠井行」・系統番号２番「早出・イオン市野行」を除きます。 

・「文化芸術大学」バス停にて下車 

※会場に駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
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◇講義概要について

第１回〈第１・２講〉平成 29 年 10 月７日（土） ９：30～12：40 

◆講 師    静岡文化芸術大学 デザイン学部 准教授 中野
な か の

 民雄
た み お

◆講義テーマ  世界遺産・オリンピックの光と影 

◆講義内容 

世界遺産の現状を知り本質を見究める目を鍛える。世界遺産を環境保護と観光・経済の

両側面から捉え、倫理観を通して世界遺産のあるべき姿を問う。 

また、オリンピックの歴史を通じて、オリンピックの在り方と意義を学ぶ。オリンピッ

クにおける建築・都市開発と環境問題について考察し、オリンピックの未来像を描く。 

◆参考図書等  

「産業遺産」の光と影 著：井出明他  東邦出版 

東京オリンピックの光と影 著：結城和香子  中央公論新社 

◆Eメールアドレス  

  t-naka@suac.ac.jp 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野   

建築環境・設備、スマートデザイン、省エネ・省資源、ＢＣＰ・ＬＣＰ 

◆主な研究テーマ  

快適な建築環境・最適な建築設備システムの研究、 

スマートデザイン・スマートライフ 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

著書：『最高にわかりやすい建築設備』（共著） 

論文：“The technological innovation and subject of the direct water supply system 

raised pressure by pump of collective housing in Japan”（単著） 

活動：チャレンジラボ委託（静岡県教育委員会受託事業） 

作品：飯田橋西口地区第一種市街地再開発事業（設備設計） 



募集要項 ８ ページ

第２回〈第３・４講〉平成 29 年 10 月 14 日（土） ９：30～12：40 

◆講 師    静岡大学 工学部 准教授 戸田
と だ

 三津夫
み つ お

◆講義テーマ  水環境と人々の暮らし 

◆講義内容 

人は水なしに生きられない。また、21 世紀の今日でも水資源のないところに都市は成立

しない。しかるに、人間社会は近代化ともに徐々に水辺を大事に扱わなくなった。科学と

技術によって支えられている現代社会において、そのことがもたらす危険性を考えること

によって倫理と豊かさ、幸福について考えてみたい。 

◆参考図書等 

野上敬一郎編、ヒューマン・エコロジーをつくる、共立出版、2010, 

静岡県戦略課題研究「快適空間『佐鳴湖』の創造」報告書、2008, 

高畑勲、宮崎駿、「柳川掘割物語」（映像資料）、二馬力、1987. 

◆E メールアドレス   

toda.mitsuo@shizuoka.ac.jp 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野   

有機化学、環境科学、陸水学、安定同位体生態学 

◆主な研究テーマ 

  有機化学、化学をベースにした環境学、天竜川再生 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

【共著】野上敬一郎編、ヒューマン・エコロジーをつくる、共立出版、2010.  

【社会的活動】佐鳴湖地域協議会委員、静岡県内水面漁場調整委員委員、 

静岡大学アメニティ佐鳴湖プロジェクト世話人代表、 

佐鳴湖シジミプロジェクト協議会会長、浜松水辺を愛する会会員、 

椎ノ木谷保全の会会員、浜松都市環境フォーラム会員、 

日本陸水学会東海支部会幹事、昆虫食倶楽部会員、 

静岡大学「静大浜松モデラーズクラブ」顧問 
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第３回〈第５・６講〉平成 29 年 10 月 21 日（土） ９：30～12：40 

◆講 師    静岡産業大学 経営学部 教授 菊野
き く の

 春
はる

雄
お

◆講義テーマ  倫理と発達：優しさはいつ生まれるのか 

◆講義内容 

本講義では、子どもの優しさや思いやりはどのように発達していくのかを考えたい。子

どもは優しさを持って生まれてくるのだろうか。また、嘘はどのように発達していくのか。

自分の気持ちをコントロールする実行機能はどのように発達していくのか。これらのこと

を通して、人間の倫理の基礎の発達について考えてみたい。 

◆参考図書等  

特になし 

◆Eメールアドレス    

h-kikuno@ssu.ac.jp 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野  

認知心理学、発達心理学 

◆主な研究テーマ 

  認識・記憶の発達 

発達と教育・保育 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

Children's Reasoning and Mind、Psychology Press。 

乳幼児の発達臨床心理学：理論と現場をつなぐ 北大路書房 

発達と教育の心理学 創元社 
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第４回〈第７・８講〉平成 29 年 10 月 28 日（土） ９：30～12：40 

◆講 師    静岡大学 情報学部 准教授 原田
は ら た

 伸一
しんいち

朗
ろう

◆講義テーマ  人間・AI・ロボットが共生する高度情報環境における法と倫理を考える 

◆講義内容 

近年、AI（人工知能）やロボットの「進化」はめざましく、人間を超える能力を発揮す

るものも現れています。AI やロボットが当たり前のように存在する社会環境の中で、人間

は「彼ら」とどのように付き合っていけばよいのでしょうか。「ロボットが人を傷つけたら

どうなるか」「AI・キャラクターに“人権”が認められるか」といった問いを通して、共生

の倫理を考えます。 

◆参考図書等  

特になし 

◆Eメールアドレス  

harata@inf.shizuoka.ac.jp 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野  

情報法 

◆主な研究テーマ 

  ヴァーチャリティ法学、コンテンツ法学、ロボット・キャラクター法学 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

「サジェスト汚染」と「検索の自由」：Google サジェスト名誉毀損訴訟の射程、 

情報ネットワーク・ローレビュー14、2016.5 

「命令委任 2.0」：インターネット直接民主制とロボット議員の法的検討、 

情報ネットワーク法学会第 16 回研究大会、2016.11 

Ｔシャツのメッセージと表現の自由、静岡大学情報学研究 22、2017.3 

静岡県個人情報保護審査会委員 
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第５回〈第９・10 講〉平成 29 年 11 月 11 日（土） ９：30～12：40 

◆講 師    常葉大学 健康プロデュース学部 准教授 関
せき

 真
しん

亮
すけ

◆講義テーマ  「触れる」倫理 ～ツボを使う心構え～ 

◆講義内容 

わが国の伝統医療である「はり・きゅう」は、ツボに適したさまざまな刺激を与えるこ

とで、症状を緩和するものです。 

この講義では、日本と中国におけるツボの使い方の違いから、歴史や環境による倫理の

違いを推理します。 

また、現代においてツボを使う上での倫理について、受講者が実際にツボに触れながら

考えるワークをします。 

◆参考図書等   

「新版経絡経穴概論」教科書執筆小委員会著．医道の日本社 

◆Eメールアドレス  

mseki@hm.tokoha-u.ac.jp 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野  

東洋医学・代替医療・緩和医療 

◆主な研究テーマ   

はり師きゅう師の養成に関する研究 

東洋医学の診察方法に関する研究 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

「新版東洋医学概論」第 3章東洋医学の思想（p181-200）．医道の日本社．2015 年． 

分担著 

「緩和ケア鍼灸マニュアル」スピリチュアリティ（p164-174）．医歯薬出版社．2014 年．

分担著 

公益社団法人 全日本鍼灸学会 会員（元学術部事務局長） 
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第６回〈第 11・12 講〉平成 29 年 11 月 18 日（土） ９：30～12：40 

◆講 師    静岡理工科大学 情報学部 教授 金久保
か な く ぼ

 正明
まさあき

◆講義テーマ  インターネットと情報倫理 

◆講義内容 

インターネットの使用に伴う情報倫理的な問題の発生が後を絶たない。犯罪予告や名誉

毀損のような刑法犯でも、これくらいなら大丈夫、と自分なりの勝手な判断で行って検挙

された例も多い。著作権侵害では、法を知らず、犯罪意識の無い例も見られる。ネット犯

罪について注意するべき諸点について、実例を交えながら紹介する。 

◆参考図書等  

特になし 

◆Eメールアドレス 

kanakubo@cs.sist.ac.jp 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野  

計算機科学 

◆主な研究テーマ   

ことば工学 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

金久保正明，概念関係の環状構造に基づく「無理問答」生成システム， 

日本感性工学会論文誌，Vol.14, No.4, pp.465-473, (2015.12)． 

袋井市個人情報保護審査会委員 
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第７回〈第 13・14 講〉平成 29 年 12 月２日（土） ９：30～12：40 

【特別公開講座】 

◆講 師    聖隷クリストファー大学 前学長、大阪府立大学 名誉教授、 

聖路加看護大学 名誉教授 小島
こ じ ま

 操子
み さ こ

◆講義テーマ  がん医療・看護と倫理的課題 

◆講義内容 

  がんは 1981 年以来、日本人の死因の第一位を占め、がんに罹る可能性は 2人に 1人と推

計されています。 

  がん患者・家族は、何らかの理由で受診、検査、診断、治療、がんとの共生あるいは死

に至る局面で、様々な心理的葛藤、倫理的問題に直面します。一方、がん医療・看護には、

人々の自ら選択し生きる権利、尊厳を保つ権利、敬意のこもった対応を受ける権利等の人

権を尊重する事が本質として備わっています。 

これらについて具体的に考えます。 

◆参考図書等  

特になし 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野 

がん看護学、看護倫理 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

1.  著書 看護における危機理論・危機介入（改訂版）  （共著）  2008/02     

2.  著書 看護職のための代替療法ガイドブック  （共著）  2001/10     

3.  論文 日本がん看護学会 20 年の歩みとがん看護の進展  （単著）  2006/12     

4.  論文 がん看護専門看護師（CNS）の教育と課題  （単著）  2006/07     

5.  論文 看護における研究に伴う倫理的問題への対処 大学の研究倫理委員会の 

取り組み   （共著）  2002/04     

6.  論文 がん告知を受けた患者の主体的ながんとの共生を支える援助プログラムの 

開発に関する研究  （共著）  2000/09 
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第８回〈第 15・16 講〉平成 29 年 12 月 16 日（土） ９：30～12：40 

◆講 師    浜松学院大学短期大学部 教授 今井
い ま い

 昌彦
まさひこ

◆講義テーマ  広がるスマートデバイス環境とそれをとりまく倫理（マナー）問題 

◆講義内容 

昨今、益々ユーザーの拡大が進むＳＮＳ環境。そこでは、これまで私たちが経験したこ

とのない事件・事案が、囁かれる不寛容社会と相まって勃発の一途をたどっている。 

講義では、実際に起こった事案をもとに、今後、どのような倫理観（主にマナー教育）

が必要であるかを考察していく。 

◆参考図書等 

樋口進「ネット依存症」ＰＨＰ新書 

安川雅史「スマホ・トラブル対応ガイド」ぎょうせい 

◆Eメールアドレス 

imai@hgu.ac.jp 

…………………………………………………………………………………………………………… 

【講師プロフィール】 

◆専門分野  

 教育学、教育工学、教育方法論、メディア研究 

◆主な研究テーマ 

産官学民協同教育体制の構築   

メディアと子ども 

スマートデバイス社会がもたらす諸問題の研究考察 

◆主な論文、著作、社会的な活動等 

「学官民(NPO)協働教育体制の構想」東海女子短期大学紀要 33 号 

ＮＰＯ法人Ｋ－ＩＴシティーコンソーシアム理事長 

全国ネット依存レスキュー協議会理事長 

地域奉仕活動奨励委員会委員長（愛知県尾張旭市） 
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◇お問い合わせ先について 

▼共同授業並びに出願に関するお問い合わせは、下記にお願いします。 

 ※学生の皆さんは、在籍する大学へお問い合わせください。 

■単位認定校 

常葉大学浜松キャンパス 教務課 
  〒431-2102 浜松市北区都田町 1230 番地 

■共同授業部会事務局  

静岡理工科大学 学務課   
〒437-8555 袋井市豊沢 2200-2 

■大学事務局 

  静岡大学 浜松教務課共通教育係
 （一般市民出願受付担当） 

  静岡大学 浜松教務課情報学部教務係       

  静岡文化芸術大学 教務・学生室 

  聖隷クリストファー大学 教務事務センター 

  静岡産業大学 学務課 

浜松学院大学・短期大学部 教務グループ 

■行政 

浜松市企画調整部企画課 
  〒430－8652 浜松市中区元城町 103－2 

  磐田市秘書政策課政策・行革推進グル-プ  
  〒438－8650 磐田市国府台 3－1 

  袋井市企画財政部企画政策課 
  〒437－8666 静岡県袋井市新屋 1－1－1 

TEL 053－428－3511 
FAX 053－428－2900 

TEL 0538－45－0113 
FAX 0538－45－0110 

TEL 053－478－1006  

TEL 053－478－1511 

TEL 053－457－6114 

TEL 053－439－1433 

TEL 0538－37－3852 

TEL 053－473－6100 

TEL 053－457－2241 
FAX 050－3730－1867 

TEL 0538－37－4805 
FAX 0538－36－8954 

TEL 0538－44－3105 
FAX 0538－43－2131


